
Ⅰ．事 業 の 概 要

  ２０１９（令和元年）年１２月中国武漢で確認された新型コロナウイルスは第７波

から第８波と感染拡大した１年間となりました。その間にワクチン接種は高齢者など

５回接種可能となったが接種率が上がらない状況下、政府は令和５年１月に「GOTOト

ラベル」の再開や条件付きの海外旅行者の受け入れなど段階的な政策に入り、３月に

は欧米並みに季節性インフルエンザ「第５類」に移行する決定を発表しました。また、

スポーツ界では、１２月「FIFAワールドカップカタール２０２２」や３月「WBC２０

２３　日本優勝」など日本人の活躍により日常生活に戻りつつあります。

  一方、ロシアのウクライナへの軍事侵攻による小麦粉や原油などの価格が一段と跳

ね上がり、日本は為替のドル高円安も追い打ちになり、日常生活に必要な食料品の相

次ぐ値上げ、ガソリン高騰や光熱水道料金の値上げ等が相次ぎ、今後も相次ぐ値上げ

が予定される厳しい状況にあります。

　このような状況の中、九州大学病院の医学の研究を奨励助成し、患者の支援と職員

・学生の学事研修等に便宜を図りながら、各種事業の運営に努めてまいりました。

　収支については、患者支援等の実施事業では約３，７００万円の公益目的支出を行

い、ほぼ当初計画に沿った運営を行うことができました。

  その他事業については、予算では年度後半にはコロナ禍が収まる見通しで計画を立

てましたが、昨年同様自粛生活の影響で外来患者や見舞客の減少によりローソン・ロ

イヤルホスト・ロイヤル職員食堂・タリーズ事業の収入は減少、薬局は高額医療者の

減少及び薬価低下の影響により大幅な減少となりました。支出については各事業の雇

用体制の見直しや経費削減に取り組みましたが、原油高騰による光熱費及び仕入原価

の負担増により、当期の一般正味財産は約５，７００万円減少しました。

Ⅱ．事 業 の 内 容

　事業については、移行時に策定した公益目的支出計画に沿って、奨励助成事業や患者の

支援事業を確実に実施しました。また、その他の事業においても、令和４年度事業計画に

基づいて活動を行いました。

（実施事業）

　１）医学研究及び学事研修に関する助成事業(特定寄附)

・ 学術研究及び医学研究の助成

・ 病院運営の助成

・ 臨床看護研修の助成

　２）地域医療の発展及び振興の助成事業

・ 医学雑誌発行の助成
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　３）患者の慰安に関する支援事業

・ 精神科・神経科病棟行事の支援

・ 小児科病棟行事の支援

・ クリスマスツリー・イルミネーション飾り等の支援

・ 入院患者及び家族への宿泊施設の提供

（その他の事業）
　１）院内療養施設等の環境の整備事業

・ 外来棟及び各階ディールームの観葉植物設置・管理

・ ハートセンター庭園の管理運営

・ 外来棟玄関庭園の管理運営支援

・ 雛飾り設置の支援

・ 外来患者服用飲料水の提供

　２）医療従事者への福利厚生事業

・ グランドラウンドの協賛及び助成

・ 同窓会評議員会及び卒業生入会歓迎会の助成

・ 看護師等教職員向けマンションの貸付

　３）入院療養に必要な諸施設等の提供事業

・ 付添寝具の貸出、病衣の配備

・ 入院患者療養設備（テレビ・冷蔵庫・床頭台）の保守管理

　４）必需品の販売・貸付・役務の提供事業

・ ローソン九州大学病院店、ウエストウイング棟売店の運営

・ ロイヤルホスト九州大学病院店、ロイヤル職員食堂

・ タリーズコーヒー九州大学病院店

・ 宅急便・電報の取次ぎ及び公衆電話・自動販売機の管理運営

・ コピー・ファクシミリサービス

　５）保険薬局事業

・ 恵愛団薬局、森の家薬局の運営
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